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派 遣 結 果 報 告 書 

派 遣 の 区 分 第３条（２） 

派 遣 者 氏 名 

（全員を記載） 
吉村美穂子・河村明浩・森貴美子・小椋泰志 

目 的 

（調査事項 ） 

決算審査の意義、重要性を認識し、決算書類審査のポイント及び財

政指標による自治体財政分析の手法を学び、行政評価手法を活用して

事務事業の改善ポイントを検討し、予算審議にも活用していく方法を

身に付けるため。 

目 的 地 全国市町村国際文化研修所（滋賀県大津市唐崎） 

期 間 令和４年７月２０日（水）～令和４年７月２１日（木） 

視察又は研修の 

成     果 

自治体決算の基本と実践について、決算審査の意義をはじめ財政指

標の基本となる実質収支比率や財政力指数、経常収支比率などについ

てあらためて学んだことは、今後の決算審査に大いに役立つと思われ

る。 

また、行政評価を活用した決算審査では、全国の先進事例をもとに

より良い決算審査のやり方について学んだが、参加議員の多くの自治

体が行政評価を導入しているものの、議会としての活用については十

分になされていないと感じた。本町では行政評価の導入がなされてお

らず、今後の導入及び活用方法について議論の余地が十分にあると思

われる。 

決算審査が前年度決算の評価だけでなく、次年度の予算編成に向け

て提言できるような体制づくりが必要だと感じた。 

※必要の都度、資料、写真、領収書その他を添付すること。 

 


